
◎火災概況

◎救急概況 ◎火災・救急以外の消防活動概況
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01：コンテンツ／災害概況

02：特集 令和６年度 国際消防救助隊員研修

04：2025年大阪・関西万博
　　 ～ 安全・安心な万博の幕開けと医療体制 ～

06：ココ改善！

07：ソナエの教室

08：ケイボウタイムズ

10：コマンドアイ

12：明日に備えて過去に学ぶ

14：【職務】 第72回 消防職員意見発表会

16：Just Do It !

18：救急いろは

20：実録!! 調査鑑識

22：We are Rookies !!

24：大阪の消防NEWS

26：人材育成のヒント

27：地域防災の輪、ひろがっています

28：住宅用火災警報器で歌おう

29：落語DE火の用心

30：【職務】 防火・防災管理等オンライン講習について

32：自衛消防隊紹介／女性防火クラブだより

33：現場に活かす！救急救命士国家試験問題

34：消防漢字ガール

35：健康ダイアリー

36：功績表彰

40：救急安心センターおおさかだより／編集後記

表紙：大阪・関西万博消防センター
隊員の後ろ姿



　海外で地震などの大規模な災害が発生した際、被災国からの要請を受け、日本政府は国際緊急援助隊救助チーム（以
下、「ＪＤＲ救助チーム」という。）を派遣します。外務省、警察庁、消防庁、海上保安庁、医療班、構造評価専門家、
そしてＪＩＣＡの業務調整員で構成されるＪＤＲ救助チームの能力は、国際的にも高い評価を受けています。
　大阪市消防局では、政府の派遣要請に対応できる精鋭の救助隊員を局内から25名選抜し、国際消防救助隊員（以下、
「ＩＲＴ隊員」という。）として登録しています。
　その25名を中心に、令和７年３月18日から19日にかけて、大阪府内・兵庫県内消防本部のＩＲＴ隊員、大阪府警
察本部、海上保安庁及び医療班、構造評価専門家が参加し、実際の派遣をシミュレーションした27時間の訓練を行
いました。
　このページでは、救助隊の精鋭たちが、ほぼ不眠不休で行ったリアルな大規模訓練の様子を紹介します。

～ 訓練の流れ ～

令和６年度 国際消防救助隊員研修
 27時間訓練 　 2025.3.18～3.19

　山岳地帯に近い市街地での地震により、土砂崩れ及び建物の倒壊が発生したと想定。８つの活動サイトがあり、
１５名の要救助者を配置した。１小隊1０名編成とし、計４小隊が活動するなかで救助活動に全力を注いだが、残念なが
ら５名の要救助者を救出することができないまま、活動を終えることとなった。今回は、その中でも最も活動が難航した
「A-３aサイト内のエントランスと１号室付近」での活動について紹介する。

　本訓練は、大阪市消防局の救助隊員の中でも、選ばれた隊員しか参加を許されない最高峰の舞台である。参加隊
員は、本訓練でしか得られない経験を、他の救助隊員に積極的に伝えていただき、当局の救助隊員の資質向上に寄
与していただきたい。（警防課（救助））

～ 訓練を終えて  ～

　本訓練は年に４回実施している国際消防救助隊員研修の
総まとめです。関係機関にも参加していただき、実派遣さなが
らのメンバーで実施しました。当日は気温も低く、雨、風にも見
舞われました。体力、集中力がそがれる過酷な環境の中で知
識・技術をフルに発揮し、「要救助者を１秒でも早く救出す
る」ために士気、集中力を維持しながら訓練ができたことは
隊員にとって非常に有意義でした。結果的に、すべての要救助
者を訓練時間内に救出することができず、非常に悔しい想い
をしたと思います。しかし、その悔しさを糧に、日々精進してほ
しいと思いました。

山下係長　JDR技術検討員
（訓練担当兼訓練参加者）

　人とのつながりの大切さを強く感じた訓練でした。救助活
動を実施している際、過酷な環境下でも長時間にわたって気
持ちが切れなかったのは、一人でも多くの命を助けるという同
じ目的を持った仲間と共に活動できたからです。実際の派遣
では、さらに過酷な環境が待っていることを想定しています。
活動隊員同士のつながりを深めることで、要救助者に寄り添
い、１秒でも早く愛護的な救出活動ができるよう、これからも
研鑽していきたいと思います。この経験を通じて、仲間との協
力がどれほど大切かを改めて実感しました。

武田司令補　ASR隊員
（訓練参加者）

倒壊した建物
内に進入する
ための開口部
を作成。内部
からは要救助
者の反応があ
る模様。

余震発生時の
倒壊防止及び
緊急退避場所
として、建物内
の限られたス
ペースに支柱
を作成。

さらに奥へと進んだところか
らもう一人の要救助者の反応
があり、接触を図るために建
物の内壁を破壊し、進入経
路を作成。

支柱作成完了
後、倒壊した建
物内で医療班の
処置をサポート
しながら、要救
助者に接触。

要救助者が安
心できるよう、
声をかけながら
搬送。

内壁を破壊後、要救助者を
視認。しかし、大量の瓦礫
に進路を阻まれ救出完了に
は至らず。
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きっかけは？

取組内容は？

取組後の

効果は？

改善後の

声は？

コ コ 改 善 ！

ココ改善！

企画課  事務改善担当からのコメント

ソ
ナ
エ

の
教
室

みんなで学ぼう

今回は…

へのソナエです

　１時間に80ミリの降水量とは、水しぶきであたり一面が白っぽくなり、視界が悪くなる、
車の運転は危険、傘は全く役に立たない、という状態になります。（気象庁HPより）

80㎜/ｈって
どのくらい？

【参考】｠
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援護注水を受けながら要救助者
を検索する救助隊

【援護注水とは】大阪市消防局警防部警防課水利担当

公設消火栓による包含が困難なケース

私設防火水槽設置後のイメージ

未包含部分アリ

未包含部分ナシ

100m

100m

100m

100m

… 公設消火栓

… 公設消火栓 … 私設防火水槽


	1p
	2~9(6)
	p2_3
	p4_5
	p6_7
	p8_9


